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ロ
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楽
郡
館
林
町
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以
上
の
各
観
測
所
は
爆
後
降
荻
な
し
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状
況
報
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一
、
日
時
及
天
気

昭
和
三
年
六
月
二
十
二
日
前
ナ
時
、
濃
霧
あ
れ
ど
も
時
々
薄
ら
ぐ
‘
此
日
午
前
六
時
、
崎
、
吹
上
温

泉
崎
切
に
て
気
温
十
度
五
旭
川
よ
F

り
零
度
七
低
湿
な
'n
ノ。

一
、
積
雪

硫
黄
山
附
近
の
積
雲
は
昨
冬
よ
ム
り
本
年
に
沙
A

り
て
例
年
よ
・
0
少
量
な
ιり
し
が
嘗
二
十
二
日
に
は
前
十
勝
岳
渓

問
、
窪
地
に
は
倫
所
々
残
雪
あ
'
り
た
λ

り
、
泥
流
跡
に
は
残
雪
な
し

一
、
噴
姻
の
舵
況

噴
畑
は
火
口
内
一
面
非
常
に
多
量
に
し
て
斜
め
に
口
底
を
倣
一
蹴
す
る
こ
と
能
は
ゴ
ゥ
し
が
丸
山
崖
下

K4V回
'
り
℃
「
ゴ

I

ゴ
I
」
と
云
ふ
音
響
聞
え
昨
年
と
同
様
な
h
ノ。



一
、
噴
気
孔
温
度

新
火
口
丘
の
北
側
は
昨
年
よ
ι
り
徐
科
一
候
潰
せ
る
も
の
L
如
く
思
は
る
火
口
縁
は
最
高
部
稲
々
直
下
迄
迫
れ
・
9
0

左
に
昨
年
の
分
と
併
記
す
。
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昭
和
三
年
六
月
二
十
二
日
午
前
十
時
三
十
分

湯
の
海

右
方
建

九
五
度

九
四
度
三

昭
和
二
年
九
月
八
日
午
前
八
時
三
十
分
.
時

弘
湯
の
津

右
方
崖

ー
九
五
度
。

九
四
度

湯
の
浬

昭
和
三
年
六
月
五
日
午
前
九
時
頃
?

九
六
度
。
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二
昨
年
来
噴
姻
の
模
様

吹
上
温
泉
場
に
て
の
観
測
に
よ
れ
ば
本
年
二
月
十
二
三
日
頃
夜
間
火
口
の
上
空
薄
赤
く
見
へ
た
A
り
と
一
五
ム
。

五
月
三
十
三
日
に
は
丸
山
岸
下
方
面
に
賞
。
午
後
二
時
過
ぎ
よ
の
数
同
に
渉
'
り
て
里
山
畑
噴
勝
し
甚
し
き
時
は
「
ゴ

I
」と

一
五
ふ
一
音
響
1
C
同
時
に
目
測
二
三
寸
よ
ム
ワ
六
七
寸
位
の
岩
石
が
手
越
の
如
く
空
中
化
拠
出
ヨ
る
、
乞
瞭
か
に
目
撃
し
、
里
…

姻
は
丸
山
、
十
勝
岳
方
面
へ
牒
び

3.た
'
り
と
云
ム
白

四
二
三



四
二
四

湯
の
津
の
北
方
に
は
砂
泥
が
帯
肢
を
な
し
て
流
れ
、
幅
員
中
程
に
て
三
間
弱
、
長
約
一
臼
問
あ
ι
り
、
沙
泥
の
下
層
は
命
一

尺
以
上
の
所
あ
の
た
'
h
J

、
末
端
近
ぐ
に
蛍
'
り
て
七
寸
に
一
口
八
位
の
岩
塊
の
周
闘
が
図
形
に
堅
雲
を
融
か
せ
し
ケ
所
あ
の
、
，

之
れ
爆
殺
の
際
熱
山
一
ね
が
落
下
.
せ
し
も
の
ξ
思
は
る
。

一
、
旭
川
五
月
二
十
三
日
以
前
の
天
候

二
十
一
日
午
前
六
時
高
気
座
は
蒙
古
地
方
に
て
七
百
五
十
八
粍
八
丈
島
の
東
方
海
上
に
で
七
百
六
十
四
粍
乞
一
不
せ
し
が

一
方
低
気
犀
は
間
宮
海
峡
に
て
七
一
日
四
十
八
粍
北
東
に
並
行
し
、
叉
旭
川
に
℃
は
七
一
日
平
ヤ
七
粍
を
一
不
し
次
第
に
微
行

し
っ
、
あ
s

り
i

天
気
は
西
寄
の
風
晴
天
な
ム
リ
し
も
午
後
よ
ム
リ
宮
雨
あ
ι
り
た
'
り
、
二
十
二
日
午
前
六
時
高
気
座
は
日
本
海

中
部
と
八
丈
島
の
東
方
海
上
に
在
。
何
れ
も
七
百
六
十
二
粍
を
一
不
し
弱
含
低
気
回
腔
は
北
海
道
中
部
に
℃
七
百
五
十
四
粍

旭
川
は
早
朝
雷
雨
降
宕
の
現
象
あ
ι
りた
h
ノ
、
二
十
三
日
午
前
六
時
高
気
歴
は
本
州
中
部
に
て
七
一
臼
六
十
四
粍
本
道
も
其

圏
内
に
在
。
低
気
歴
は
本
道
を
横
断
し
て
千
島
の
南
方
海
上
に
去
れ
ι
り
、
魚
め
に
天
気
は
漸
次
快
復
に
向
ぴ
午
後
ょ
・
9

晴
天
と
、
な
る
、
降
水
量
は
本
月
一
日
よ
ム
り
二
十
日
迄
、
合
計
五
十
三
粍
を
量
せ
し
が
二
十
一
日
二
粍
二
廿
日
十
五
粍
二

を
貝
一
旦
せ
り
。


